
―
■II I',I

‐
・
Ili_■ ィ|_II■ ■

'II,■
■ rll,‐ .● I● .I

.   イ|||'  |''1'`● |'I

公益社団法人

日本技術士会概要

。q齢騰。欧鞭輪



技 術 士 倫 理 綱 領

昭和36年 3月 14日 制定

平成■年3月 9日改訂

平成23年 3月 17日改訂

【前文】
技術士は、科学技術が社会や環境に重大な影響を与えることを十分に認識し、業務の履行を通
して持続可能な社会の実現に貢献する。

技術士は、その使命を全うするため、技術士としての品位の向上に努め、技術の研鑽に励み、

国際的な視野に立ってこの倫理綱領を遵守し、公正・誠実に行動する。

【基本綱領】
(公衆の利益の優先)

1.技術士は、公衆の安全、健康及び福利を最優先に考慮する。

(持続可能性の確保)

2.技術士は、地球環境の保全等、将来世代にわたる社会の持続可能性の確保に努める。

(有能性の重視)

3.技術士は、自分の力量が及ぶ範囲の業務を行い、確信のない業務には携わらない。

(真実性の確保)

4.技術士は、報告、説明又は発表を、客観的でかつ事実に基づいた情報を用いて行う。

(公正かつ誠実な履行)

5。 技術士は、公正な分析と判断に基づき、託された業務を誠実に履行する。

(秘密の保持)

6.技術士は、業務上知り得た秘密を、正当な理由がなく他に漏らしたり、転用したりしない。

(信用の保持)

7,技術士は、品位を保持し、欺日前的な行為、不当な報酬の授受等、信用を失うような行為を
しない。

(相互の協力)

8.技術士は、相互に信頼し、相手の立場を尊重して協力するように努める。

(法規の道守等)

9.技術士は、業務の対象となる地域の法規を遵守し、文化的価値を尊重する。

(継続研鑽)

10.技術士は、常に専門技術の力量並びに技術と社会が接する領域の知識を高めるとともに、
人材育成に努める。
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公益社団法人日本技術士会 |よ技術士制度の普及、啓発を図ることを目的とし、技術士

法に基づく、わが国で唯―の技術士による公益社団法人です。2021年に日本技術士会
の設立からフ0周年を迎えました。

技術士にはコンサルタントとして自営する方、コンサルタント企業及び各種企業に勤

務してしヽる方がおり、21の技術部門にわたつて、高度の専門的応用能力を必要とする事

項の計画、設計、評価等を中心とする業務分野で活躍していま現

本会 |よ、2004年 6月に「技術士ビジョン21」 を策定しました。また、200フ年 1月 |よ、
技術士の行動原則を示した「技術士プロフェッション宣言」を制定し社会に向けて発

信、2022年 3月 には組織行動規範を制定し、組織構成員である役員、会員と職員で共
有し、高い倫理観と適正なガバナンスの下で、健全な組織活動を推進してまいります。

2021年 4月の大臣通矢[lおよび9月の文部科学省省令改正に基づき、新たに技術士
CPD活動実績の管理及び渚用の公的な制度が始まり、さらなる技術士制度の普及を目
指します。

沿 革 1951年 6月

1951年 10月

1957年 5月

1958年 7月

1959年 3月

1983年 4月

1984年 2月

1985年 1月

2000年 4月

2000年 11月

2004年 6月

2007年 1月

2008年 3月

2011年 3月

2011年 4月

2021年 4月

2021年 9月

2022年 3月

日本技術士会設立

社団法人日本技術士会設立認可 (通商産業大臣)

技術士法 (法第124号)公布

第1回技術士試験実施

技術士法に基づき社団法人日本技術士会設立認可(科学技術庁所管)

技術士法全面改正 (法第25号 )

技術士試験機関、技術士登録機関の指定を受ける

第1回技術士第一次試験実施

技術士法改正

APECエンジエア申請受付開始

「技術士ビジョン21」を発表

「技術士プロフェッション宣言」を発表

EMF(現 IPEA)国際エンジエア申請受付開始

技術士倫理要網を改定し、新たに技術士倫理綱領を制定

公益社団法人日本技術士会へ移行

文部科学大臣」↓サ技術士の資質向上に関する継続研さん活動の実績の管理及び活用について通知を受ける

技術士CPD活動実績の管理及び活用の公的な制度の開始

「公益社団法人日本技術士会 組織行動規範」を発表



義 要J薯 業』

業務開発及び

活用促進

国際交流及び
国際協力活動
並びに国際資格

技術士の

資質向上

情報発信・
連携の強化
(広報活動)

技術士及び

技術者の倫理
の啓発

その他

技術士制度の

普及・啓発

日本技術士会

技術系人材の

育成

社会貢献活動の

推進

技術士試験・登録

《技術士 プロフェッション宣言 》

われわれ技術士|よ、国家資格を有するプロフェッションにふさわししヽ者として、一人

ひとりがここに定めた行動原則を守るとともに、公益社団法人日本技術士会に所属

し、互しヽに協力して資質の保持・向上を図り、自律的な規範に従う。

これにより、社会からの信頼を高め、産業の健全な発展ならびに人々の幸せな生渚

の実現のために、貢献することを宣言する。

【技術士の行動原則】

]・ 高度な専門技術者に応、さわししヽ矢[l識と能力を持ち、技術進歩に応じてたえすこ

れを向上させ、自らの技術に対して責任を持つ。

2.顧客の業務内容、品質などに関する要求内容につしヽて、課せらイ孔た守秘義務を
順守しつつ、業務に誠実に取り組み、顧客に対して責任を持つ。

3.業務履行にあたりそ才孔が社会や環境に与える影響を十分に考慮し、こ才1に適切
に対処し、人々の安全、福祉などの公益をそこなうことのたよしヽよう、社会に対して

責任を持つ。

【プロフェッションの概念】

1 教育と経験により培わイ1た高度の専門矢[識及びその応用能力を持つ。 2 厳格な職業倫理を備える。
3広い視野で公益を確保する。 4職 業資格を持ち、その職能を発揮できる専門職団体に所属する。
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技術士の技術部門別分布 1  技術士登録者の勤務先  |
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[単位 :

45,000
人 ]

総合技術監理
16.60/0

建設
55]0/o

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

その他
8.50/O

経営工学2.10/0

環境23%
情報工学240/O

衛生工学340/。

応用理学4.80/o

農業5.40/0

登録者数

97,251

電気電子
6.40/0

機械
6.60/0

上下水道
フ.80/o

(注 )複数部門登録者は、それぞれの部門において計上している。

技術士 〔単位:人〕
100,000

95,000

90,000

85,000

80,000

75,000

70,000

65,000

60,000

55,000

50,000

45,000

40,000

35,000

1技術士登録数と正会員数の推移 |
技術部門別の正会員数

正会員

20,000

19,000

18,000

17,000

16,000

15,000

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

7,000

υ機  械        1,729
゛船舶・海洋         20
。航空・宇宙          フ3
じ電気電子        1,826
゛化  寺虫            436
o繊   維             86
J金  属         369
υ資源工学          53
つ建  設           6,746
J上下水道        1,060
じ衛生工学         525
゛農  業         846
υ森  林           310
D水  産         19フ
づ経営工学         524
●t盾報工学         フ44
o応用理学         825
じ生物工学         199
゛環  境        511
o原子力・放射線       220
゛総合技術監理      4,286
(注 )複数部門を登録している正会員は、それぞれの
部門において計上している。
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建設

タント業

コンサ 自営官庁
地方

自治体

教育

機関

独立

行政

法人等

公益

法人等

一般

企業等

366% 860/O17°/O 62°/。 05°/O 12。/9 310/O 421°/。
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相談役・顧問
参与・審議員

理  事  会
会長・副会長

専務理事・常務理事

理    事

′
ォ ーー<事務局内組織 >―一、

総 務 部

事 業 部

<統括本部 >i
― 倫

― 総

― 企

― 研

― 広

― 社

一 国

役員候補者選出選挙管理委員会

:樋 墨

二 男女共同参画推進委員会

― 技術士制度検討委員会

― 技術士資格活用委員会

― 組 織 改 革 委 員 会

機  械  部  会
船舶・海洋/航空・宇宙部会
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一 四

一 九

実行委員会

CPD支 援 委 員 会

修 習技術者支援委 員会

青年技術士支援委 員会

技 術 士 活 性 化 委 員 会

防 災 支 援 委 員 会

科学技術振興支援委員会

日韓技術 士交 流委 員会

海 外 活 動 支 援 委 員 会
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■ 綸理委員会

技術士及び技術者の倫理の啓発に関する事項。

■ 総務委員会

本会の秩序・信用の維持、運営管理、及び会員の顕彰に関する事項。

■ 企画委員会

本会の事業実施についての全般的企画及び財務の管理に関する事項。

■ 研修委員会

技術士の研修及び技術系人材の育成についての企画、実施に関する事項。

■ 広報委員会

会誌の企画、編集、発行及びその他本会の広報に関する事項。

■ 社会委員会

科学技術を通した本会及び会員の社会渚動に関する事項。

■ 国際委員会

本会の国際渚動の推進に関する事項。

員 会

技術士CPD推進のための研鑽、講演会等諸行事の調査 企画・運営及び技術士CPDの啓発。

技術士第一次試験合格者及び」ABEE認定課程修了者への修習プログラム及び指針の提供。

目会

本会の運営についての企画、立案に対する若手技術士層としての積卜丁又的な参画、

向けを中心とした研鑽事業の企画・実施及び、各地域本部における若手技術士グ)

活性化並びに若手技術士としての国際交流の実施。

協力を行うとともに若手技術士

レープとの交流による研全賛渚動の

■ 技術士活性イヒ委員会

国、自治体、関係機関等の地域産業活性化施策に対する技術面での支援、協力及び会員の地域産業支援能力向上渚動

の実施並びに技術士開業に関わる支援、及び外部充)｀らの依頼対応。

田 防災支援委員会

大規模自然災害発生時或しヽ十よ災害被害の軽減を目的とした平時からの技術的支援活動などを通しての本会並びに

会員としての社会貢献渚動の企画 運営。

科学技術の振興、普及、啓発活動を行うと共に、会員による当該活動を支援することによる、本会の社会貢献渚動

の推進。

日韓技術士の交流を通じ、両国の産業界・研究機関等への支援及び日韓技術士国際会議の開催。

国際交流を通した海外における会員の活動機会の拡大を支援。

く 貝ヒ貝u

奪 APECエンジ 目会 APECエンジ に関する事項。

1越 IPEAモニタリ IPEA国際エンジエアの塞杏 漢 声 登録に関する事二百ω

驚 PEA審査委員会 IP EA国際エンジエアの塞杏に P■日す乃嘉殖ω

警 男女共同参画推進委員会     女性技術士、女性会員の増力lに向けた活動等及び男女共同参画推進に向けた支援活動。

,機 こついて調査及び検討に関する事項。

警 技術士資格の公的活 の促進、産業界での資格滴用

1癌 組織改革委員会 ガバナンス機構の構築 地域組織の活性化に向けた組織改革。

挙 管補

錢 役員候補者、 飛び地域組織に こ関する事項。



嘔雛要事鶏

■技術士倫理に関する全国的な大会、セミナー、研修会等の開催

。「技術者倫理ワークショップ」、シンバジウム「企業と技術者の倫理とコンプライアンス」等を開
催している。

■技術士が行う技術者倫理講義用教材の検討、共有        :亜 弾ぃ.
。「技術士の倫理」、「技術者倫理事例集」などの教材を作成

しているほか、最近の倫理事例については、本会ホームペー

迷 で公開している。

■新たな技術士倫理綱領の理解促進活動

・技術士倫理や新たな技術士倫理綱領の理解促進活動。

・月刊『技術士』にて、技術者倫理シリーズを企画し掲載して

いる。

■技術者倫理に関する会員活動状況調査や情報の

整備

咽雛要事襲b

イ技術士CPD(継続研鑽)
。CPDとはContinuing Professional Development

の略で、技術士の資格取得後も「技術士は、常に、その

業務に関して有する知識及び技能の水準を向上させ、

その他その資質の向上を図るよう努めなければならな

い (技術士法第4フ条の2)」 ことが技術士の責務とし

て明文化されている。

与技術士CPD制度について
。文部科学省の科学技術・学術審議会第 10期技術士分
科会において「技術士のCPD活動の実績及び活用を可
能とする公的な仕組みの構築について」提言がなされ、

その実施に向けて2021年 4月に大臣通矢日が発出され、
技術士のCPD登録に係る公的な仕組みが示された。

科伴技術と同民生活の安令をになう

横備士の倫理

平成22年 3月

公誰社団法人 日本縦術■会

倫理委員会 消

技術士CPD教材 :技術士の倫理

(改定新

',k)

EI機 的 当 の 鸞 質_l向 上 ]

“
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CPD活酌案憫の綾術士登盟簿への配磁を開慶化

C,D活動奥損の3つの盟定。公残団鷹もスタート

繊情士C,0選 出0日
"

歳衛とに掌0られる資聴 力 (ヨ ンピテンンー)

故循±0キャリアをEにり要なく,D時田0日a

垂〔i受■■
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技術士CPDガイドブック (要約版)



これにより、2021年 9月から技術士CPD活動実績を指定登録機関 (日本技術士会)への提
出を通じて技術士登録簿に記載できるように制度化がスタート。

希望する技術士は、「技術士CPD活動実績簿」に実績時間を記載申請。
実纏簿のデータは「技術士登録簿」に転送され、「資質向上の取組状況」欄に技術士CPD活
動実損が記載されることとなつた。

要件を達成した技術士には認定証が発行され、当会ホームページ内のCPD活動実績名簿内
に氏名等を掲載することが可能となつた。

制度の詳細はホームページに掲載しています。(動画公開中)

鍮CPD行事の開催

倫理、環境、安全、技術動向、社会・産業経済動向、マネジメント手法、国際交流、専
門分野の最新技術、関係法令、事故事例など、時々の社会的要請に対応した課題に
ついての請演会、研修会、並びに、最新技術動向の把握を目的とした、技術先端企業、
研究機関などを対象とした見学会を実施し、技術士の研鑽を図つている。主な定例
行事として、以下のような会合が開催されている。

・技術士CPDの実施を目的とする「技術士CPD中央講座」、「技術士CPDミニ講座」
・技術士が研究発表を行う「技術士CPD発表会」

8地域本部、関東甲信地域の8県支部及び地域本部管轄下の30県支部において、
それぞれの組織の特色を打ち出しながら、CPD、 社会貢献や技術分野別の活動など
を実施している。

また、技術士の各技術部門に対応した19部会が、それぞれに情報交換、調査研究会、
見学会、語演会などの汚動を行つている。

技術士CPD中央講座の会場 (2019年 ) シンポジウムのWEB配信 (2022年 )

異業種の会員が集まり独自の調査・研究等を行うため、活動グループ (R15参照)を
設立し、活発に渚動している。

鱒学協会との連携

関係学協会等外部機関との連携を深め、全技術士に対して、CPD活動に関わる情報
を迅速に提供している。

翌 臀 1イ雲需翌穣縦

一̈ｉ

■



正三捜衛せ識自の曽及
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鰻華要事鶏

全国で活躍している技術士のコミュニケーションを図ることを目的に、毎年、

開催地を替えて「技術士全国大会」を開催

技術士全国大会記念式典

■地域における企業、大学、自治体と技術士が含同で行う「地域産学宮と技術士

との合同セミナー」の開催
。「地域産業活性化」に向け各地域が個別に抱える様 な々課題の解決に対し、技術士又は本会が

貢献できる場がよリー層拡がることを目標として、19フ 9年に第 1回を開催して以来、毎年開催

地を替えて全国各地において開催している。

●国、自治体、関係機関等の地域産業活性化施策に対する技術面での支援、協力
・地域産業の活性化に関する国等の施策の調査・報告、及び国等への技術面での支援・協力

・会員の地域産業支援実例等の調査 。報告

1会員の地域産業支援能力の向上に向けた活動

咽維要事鶏

・2021年 には技術士全国大会 (創立
フ0周年記念)を開催。
。記念式典では秋篠宮皇嗣殿下からビ

デオメッセージを賜つた。

・分科会はオンライン併用で開催した。

大学等への広報及び普及啓発

・」ABEE認定コースの在学生及び教員を対象に

技術士及び技術士制度の説明会の開催

。女子学生及び新社会人を対象に女性のキヤリア

形成についての「技術サロン」を開催

懐 絢 系 人 輸 の 青 盛|]

|―
     111登 11'I,44111

■

4修習技術者への支援

・修習技術者の研修・交流を目的とする「修習技術者研修会/修習技術者発表研究会」、「修習

技術者研究発表年次大会」、「修習技術者キャリアプランセミナー」等を開催

技術サロン



0国、地方自治体、 業界団体、海外業務関係機関等への技術士の活動範囲
の拡大について、地域組織・部会との連携の下での働きかけ

0公的機関等が実施している調査、審査、鑑定、技術指導等への支援

0-般企業に向けた企業内技術士の活用の普及活動

0企業が法的・社会的責任を果たす上で有用な技術士業務の検討、開発

●技術士業務開業研修会及ぴ海外技術協力実務語習会の開催

礫 穀

豫 義

0官公庁、地方自治体等からの受託業務
。技術関係試験に関する業務

・技術審査。評価に関する業務
。技術的研究・調査に関する業務
。新技術の実用化のための研究開発の支援業務

・地方公共団体を中心とする公共事業の監査に伴う工事技術

調査等への協力

・地方公共団体の工事に伴う技術的事項の調査・評価

●裁判所から鑑定人等の推薦依頼への協力

●理科教室支援、サイエンスカフェ等における

科学技術の振興支援

0防災支援活動
。災害被審を軽減する活動への支援
。東京都「災審復興まちづくり支援協定」による活動
。国や自治体等が主催する震災対策技術展への参画

・地域住民とのコミュニケーション活動及び防災訓練への

参加

・大規模自然災害発生時の技術的支援

業迅穂醐鶏職0潤刷燿連

機蠍司献謝潤動の強樹

横衛士と日本横鶴士会の

社会貢献

]私たちは科学技術で社会に貢献します I

社会貢献り=フレット

技術士と
日本技術士会の

防災支援
技術の力で安全で

暮らしやすい仕会 ,こ貢献

韓

防災支援活動リーフレット

■
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C鰈要事瑶D

蔭国際エンジエアリング運含 9EA:internattonal Engineettng AIliance)
エンジエアリング教育認定の3協定(Washington Accord,Sydney Accord,Dublin
Accord)と専門職資格認定の4枠組(APEC Engineer,IPEA,に TA,AにT)による共同事務局の

設置、各総会の同時期開催等に関する合意。この合意に基づく体制をにAと称し、共通する課題、個別

の課題について議論を行つている。現在、共同事務局はニュージーランド技術者協会(IPENZ)が担当。

日本技術士会は筈ヽエコノミーとの交流、
1情報交換に努めている。

APECエ ンジエア

日本技術士会はAPECエンジエア・モニタリング委員会の

もとで、2000年 11月からAPECエンジエアの審査・登録
を開始した。2003年 10月には日豪間で、一部の技術部門

(選択科目)を対象として、技術士資格の相互承認枠組みに

ついての文書が署名された。現在、右表の 14エコノミーが

参力日しており、技術士については11分野 (※ )での審査。登録

を行つている。
※Civil,Structural,Ceotechnical,Environmental,Mechanical,

Electrical,Industrial,Mining,CherYliCal,Information,Bio

IPEA国際エンジエア

APECエンジエアと同等の要件で国際エンジエア登録を

行い、わが国の登録者はIntPE(」 p)の称号を用いることが

できる。日本技術士会は2008年3月から審査・登録を開始
した。現在、右表の16エコノミーと暫定メンパーとして3工

コノミーが参力日している。

罐日韓技術士国際会議の開催

1971年以来、韓国技術士会と毎年 1回、日本と韓国で交

互に会議を開催し、両国の親善と技術交流の緊密化を図つ

ている。2021年度 (第50回 )は仙台市にてオンライン併用

で開催した。

2022年は韓国麗水市で開催予定。

蔭その他の海外交流

・アジア・太平洋技術者協会連盟 (FEIAP)
。そのほか、海外の技術者団体が主催する国際的な行事等への参加など

加盟エコノミー

(2018年 5月現在)
APEC
エンジエア

IPEA国際
エンジエア

日本 ○ ○

オーストラリア ○ ○

カナダ ○ ○

中国香港 ○ ○

韓国 ○ ○

マレーシア ○ ○

ニュージーランド ○ ○

インドネシア ○

フィリピン ○

米国 ○ ○

タイ △

シンガポール ○ ○

チャイニーズ。タイベイ ○ ○

ロシア ○ △

インド ○

アイ)レランド ○

南アフリカ ○

スリランカ ○

英国 ○

バングラデンュ △

パキスタン ○

オランダ △

ペルー ○

パブアニューギニア △

△:暫定メンバー等

「もつと知ろう日本、もつと畑うう歯田J

にA2019香港会合 日韓技術士
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蕪 要事譲

●学

麟情報発信

月刊『技術士』を発行し、技術士の活動、技術など、関連情報の提供

「技術士試験受験のすすめ」、「技術士関係法令集」などを頒布し、技術士試験・登
録制度の普及

修習技術者 (一次試験合格者及び」ABEE認定課程修了者)支援のため、「修習技術
者のための修習ガイドブック」をホームページに掲載し、普及及びその実施の奨励

ホームページにおいて会員及び一般の方に有益な情報の提供

・委員会・部会などが開催する講演会、セミナー等の行事情報の提供
・会員専用コーナー、同報メールシステムを活用してタイムリーに情報を提供
。委員会・部会などで実施されている講演を収録し、講演内容をホームページから視聴できる

システムを運用し、CPD実施を支援 (会員限定 )

欝運携の強化

関係学協会と連携しつつ、技術士CPDに関する研修会、請演会、セミナー等の情
報提供

技術士制度についての産学官への情報発信、技術者の育成に向けた関係学協会と
の連携

報道機関との連携を含む対外的広報活動の推進、本会の行事の一般への積極的
広報

ф

・電臨認酪浦翠

■



感 要事貌

0ど

鋒技術士法に基づく文部科学大臣の指定試験機関及び指定登録機関としての

役害Jを担う。

国の指定試験機関として、技術士第一次試験並びに技術士第二次試験の実施、また、

それに係るパンフレット等を作成し、ホームページに掲載するとともに、関係機関に

対して広くPRを行つている。

国の指定登録機関として、試験合格者や指定された教育課程修了者の登録申請書

受付・署査、登録証や登録証明書の発行等を行つている。

換衛士制度の仕組み

登録
指導技術士の下

での実務経験 (※ 1) (APEC、 IPEA)

麹 衛 哉 謎 醸 艶 録|]

一舗
観

第

二
次

試

験
合格

■ｌ
μ
／

第

一
次

試

験

職務上の監督者の下での実務経験

(修習技術者となつた後の経験)(※ 2)

CPD
(継続研鑽)

CPD活動実績の
技術士登録簿への記載羅談鰺誤堅誰箋V制

(※9

修習技術者 (技術士補となる資格を有する者)が、以下の経歴のうち、いずれかに該当すれば、技

術士第二次試験を受験することができます。

(*1)技術士補に登録した後、指導技術士の下で、4年を超える期間の実務経験を積む。(総合技術監理部門を受験

する場合 |よフ年を超える期間の実務経験が必要です。)

(*2)技 術士補となる資格を得た後、職務上の監督者 (科学技術に関する業務に7年を超える期間従事してしヽる者 )

の監督の下で、4年を超える期間の実務経験を積む。(総合技術監理部門を受験する場合 |よフ年を超える期間

の実務経験が必要です。)

(*3)7年 を超える期間の実務経験を積む。(総合技術監理部門を受験する場合 |よ 10年を超える期間の実務経験が

必要です。)

注 1)※ ]と※2の期間|よ相互に合算することができます。

注 2)学校教育法による大学院に在学してしヽた期間 |よ 2年を限度として減じることができます。

・図中の (注)「指定された教育課程修了者」と|よ、「大学その他の教育機関における課程であつて科学技術

に関するもののうち、その修了が第一次試験の合格と同等であるものとして文部科学大臣が指定したもの

を修了した者」 (技術士法第31条の2、 第2頂)のことであり、現在、日本技術者教育認定機構 (JABEE)

認定コースを文部科学大臣が指定しています。

儀
指
定
さ
れ
た
教
育
課
程
修
了
者

■
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会員が、相互の資質向上を目指した調査研究や業務開発を目的に、本会にグループの登録を申請して、

活発に活動しています。

1.ホームページからWEB申込、または所定の入会申込書をダウンロード頂き、
当会にこ送付ください。内容確認後、会費請求書を送付いたしますので、請

求金額を納入してください。 (年度途中での加入の場合は、月割にてこ請求い

たします)

2.納入を確認 (2週間前後)しますと、会員証や会員用パスワード等を指定住所
へ郵送いたします。

※正会員の方は入会後の回座振替設定で減免制度があ
',ま
す。

※準会員の入会金は無料ですが、技術士登録されると自動的に正会員となり、入会金および正

会員会費の納入が必要とな
',ま
す。ただし、1年間以上準会員であった場合は、入会金が免除

されます。

詳しくは当会HP「入会案内→会員の種類と会費」をご覧ください。

】 【

新エネルギー研究会 食品技術士センター 経営管理チーム

矢[l財コンサルティングセンター 事故技術研究会 技術者倫理研究会

環境マネジメントセンター 食品産業関連技術懇話会 中小企業支援グループ

実装技術研究会 日中技術交流センター 高分子材料技術情報交流会

科学技術鑑定センター 技術士包装物流グループ 新規F汗号業技術士支援研究会

製造物責任技術相談センター IT21の会 企業内技術士交流会

技術士翻訳センター 省エネ相談センター 労帥安全衛生コンサルタントグループ

子どもの安全研究グループ 情報化研究会 事故調査手法研究会

ロボット技術研究会 成功・失敗体験教育研究会 わくわく理科教育の会

ISO・経営支援センター TQM経営支援研究会 技術士ライフプラン研究会

WIPO Green推進研究会
IPD研究会
(初期技術者教育を研究する会)

技術士資格のメリット研究会

「最強の技術士」になるための話し方実践会 技術士活躍の場創出センター

会手続

会金・会 会員資格 入会条件 入会金 年会費

正会員 技術士登録をされている方 ]O.000円 20,000円

準会員

技術士第二次試験合格者で技術士

登録されていない方
9,600円

技術士第一次試験合格者、または

」ABEE認定課程修了者



統括本部

〒105-0011
東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館

北海道本部 中部本部

2階《総務部・事業部》《技術士CPDセンター》
TEL(03)3459-1331  FAX(03)3459‐ 1338

4階《技術士試験センター》
TEL(03)6432‐ 4585 FAX(03)6432-4586

四国本部

T060-0002
札幌市中央区北2条西3丁 目1番地
敷島ビル9F(株式会社ドーコン事業推進本部内)
TEL(011)801-1617
FAX(011)801-1618

東北本部
〒980-0012
仙台市青葉区錦町 1丁目6番25号
宮酪ビル2階
TEL(022)723-3755
FAX(022)723‐ 3812

北陸本部

T950-0965
新潟市中央区新光町 10番地3
技術士センタービル17階
TEL(025)231-2009
FAX(025)281-2029

〔石川事務所】
〒921-8042
金沢市泉本町2丁目126番地
(株)日本海コンサルタント内

TEL(076)243-3258
FAX(076)243-0887

T450-0002
名古屋市中村区名駅5丁目4番 14号

花車ビル北館6階
TEL(052)571-7801
FAX(052)533-1305

近畿本部

T760-0067
香川県高松市松福町2丁目15番24号
香川県土木建設会館3階
TEL(087)887-5557
FAX(087)887-5558

九州本部
〒812-0011
福岡市博多区博多駅前3丁目19番5号

博多石川ビル6階
TEL(092)432-4441
FAX(092)432-4443

T550-0004
大阪市西区革刃本町 1丁目9番 15号
近畿富山会館ビル2階
TEL(06)6444-3722
FAX(06)6444‐ 3740

中国本部

〒730-0017
広島市中区鉄砲町 1番20号
第3ウエノヤビル6階
TEL(082)511‐ 0305
FAX(082)511-0309

関東甲信地域における支部

ネ申奈)II県支吉Б kanagawa@engineer orjp
埼玉県支部 sahama@engineer orjp
山梨 県支部 yamanashi@engineer orjp

長野 県支部 nagano@engineer orJp

chiba@engineer orjp
ibaraki@ensineer orjp

tochisi@engineer orip

sunma@engineer orjp
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《URL》 httpS://Www.engineer.or.jp/


